
令和元年度 北押原地区小中連携教育 
 

    

 １ 目指す子ども像 
        

 

 

 

 

 

 ２ 身に付けさせたい力   

 
ア，学びに向かう力 

                         イ，自他を大切にする力 

               ウ，やりとげる力 

     

 

 ３ 令和元年度の重点目標 
 

A：話をよく聞き、自分の言葉で伝える子どもの育成 

B：明るいあいさつをする子どもの育成 

C：自分の目標に向かってがんばる子どもの育成 

 

４ 重点目標を達成するための具体的かつ重点的な取組とその成果指標 

重点 

目標 
取組の内容【評価項目】 成果指標 

Ａ 

○話をしっかりと聞く指導を徹底

し、自分の言葉で伝える言語活動を

取り入れた授業づくりに取り組む。 

○児童生徒にアンケートを年 2 回実施

して、その結果が向上したか変容を見

る。 

Ｂ 

○児童生徒が自らあいさつをするよ

うに、発達段階に応じた具体的なあ

いさつ指導を充実させる。 

○学校評価において、あいさつに関する

教職員の肯定的な評価が、20％アップ

したかどうか。 

Ｃ 

○各校が選んだ重点的な行事におい

て、個人の目標をしっかり立てさ

せ、振り返りを有効に活用して自己

肯定感を高める。 

○各校が選んだ重点的な行事の反省に

おいて、教職員の肯定的な評価が 80％

以上だったかどうか。 

 

 

 

 

（2）組織と主な取組（案）について 

 

「自ら学び、思いやりのある，たくましい子どもの育成」 

学校運営部会 

・校長 ・教頭 

・教務主任・事務長 

 

推進委員会 

・学校運営部会のメンバー 

・各部会の正副部会長 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）各部会のメンバー（案）について  （別紙） 

 

（4）今後の流れについて 

 

  〇6月 13日（木）学校運営部会 

校長部会 

・全体統括 

・組織運営マネジメント 

 

教頭部会 

・家庭や地域との連携 

・学校評価の実施による

評価改善 

 

教務主任部会 

・教育課程の工夫改善 

・各部会の取組の調整 

・研修会の企画運営 

 

事務長部会 

・共同実施による小中連

携と業務改善の取組 

 

学習指導部会 

・児童生徒の学力向上の

ための分析と実践 

・授業改善を目指した具

体的な小中連携 

・学習のきまりを含めた

学習指導全般の共通理

解 

 

児童生徒指導部会 

・配慮児童生徒の情報交

換 

・地区青少年育成市民会

議との連携 

・生活のきまりを含めた

児童生徒指導全般の共

通理解 

 

特別支援教育部会 

・ユニバーサルデザイン

の視点に立った環境や

授業づくり、自己肯定感

を高める学校行事の取

組 

・小中の滑らかな接続を

目指した情報交換 

・各校の特別支援教育の

取組についてのスキル

共有 

 

重点目標達成のための 

実践･検証 

長
期
的
な
ス
パ
ン
で
考
え
ら
れ
る
各
部
会
の
取
組
例 



    ・今年度の組織と活動予定について協議 

   

〇8月上旬までに推進委員会を開く。 

    ・正副部会長は、合同研修会の内容について協議。 

    ・同時に教頭部会、教務主任部会を行う。 

 

〇8月 23日（金）小中連携合同研修会 授業力向上研修会（特活）  

    ・各部会ごとに、実践計画を作成する。 

   

  〇2学期は、各部会の計画に沿って、各校で実践を行う。 

  

 〇教頭部会は学校評価項目の作成、教務主任部会は今後の部会の開催日やカリキュ

ラムの工夫改善等について2学期末までに協議する。 

 

  ～各校の公開研究会は以下のとおり～  

  ※下記以外に実施する場合には、 

   教務主任部会で連絡調整をする。 

●10月 16日（水）授業力向上研修会（特活）※北押原中 

  ●10月 18日（金）特別支援教育公開研究会 ※みなみ小 

  ●11月 22日（金）かぬま教育研究の日 ※北押原小 

  ●2月 12日（水）授業力向上研修会（特活） ※北押原中 

   

 

  〇1月に推進委員会を行い、今年度の取組の成果・改善点をまとめる。 

   

〇2月に学校運営部会を行い、来年度の取組の方向性について協議する。 

   

〇3月に今年度の取組の反省について、学校だより・HP等で保護者や地域に発信す

る。 

 

  ※校長部会は北押原地区校長会にて、事務長部会は共同実施にて協議を行う。教頭

部会・教務主任部会は、必要に応じて開催する。 

 

 

（5）その他  ※協議すべき事項 

 

 

 

 

 

４．閉会 


